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１ 開会                        

 

 

２ あいさつ                     

 

 

３ 議事  令和 4年度の二之丸庭園の追加の発掘調査について ＜資料１＞ 

  南蛮練塀について                ＜資料２＞ 

 

 

４ 報告  余芳の移築再建について             ＜資料３＞ 
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令和 4 年度の二之丸庭園の追加の発掘調査について 

 

１．調査目的 

 園池北側石組の復元において、園路が下記の 3 案推定される。過年度の調査では園路に関する遺構は確認され

ておらず、案１・案２に関する箇所は調査が行われていない。 

 このため、石組復元箇所周辺を再調査し、園路遺構や近世遺構面、石の据付けを確認し、園路のルートや形状

を確定する。石１の据付けも再確認する。 

 

２．園池北側石組の復元案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案１：前回（R4 年 3 月 21 日）部会提示案 
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案 3 

案 1,案 2

写真 1 復元箇所(遺構写真) 

図 1 復元箇所(御城御庭絵図部分)

石 1 

案２：案１の改変案 

     案 1 は石７から石 10 までの園路が急勾配となることから、該当部分の遺構面が低い可能性はないか。 

 

案３：案１よりも園路が南側に位置する案 

案 1 は石７から石 10 までの園路が急勾配となることから、さらに南側に位置する可能性はないか。 

その場合、石 7 付近の園路幅員（護岸天端含む）は 0.4～0.6m 程度となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．追加発掘調査案 
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南蛮練塀について

１．概況

１－１．南蛮練塀について 

・二之丸庭園の北端の堀に面して築かれた全長約 80m の練塀

・南蛮たたきで固められた非常に堅固なものであり、円形の鉄砲狭間が見られる

※『特別史跡名古屋城跡保存活用計画』p74参照

・練塀上部の大半は崩壊し、わずかに底部を残しているが、ところどころ崩れて断続的な状態で、一部内側に

倒れ込んでいる

・周辺では雑草や蔦類の繁茂がみられ、根や茎の侵入による亀裂の進行や、練塀北面、上面、南面上部は菌類・

コケ植物の繁殖が原因と推定される劣化がみられる

・亀裂の発生または既存の亀裂拡大抑制に対して効果的な措置を行う必要がある

※『特別史跡名古屋城跡保存活用計画』p101 参照

１－２．現況把握について

・オルソ画像を作成し、画像に現況（令和元年度時点）のひび割れ、欠損、傾斜等の位置を示した

写真 1-1 南蛮練塀（遠景 南西側から撮影） 写真 1-2 南蛮練塀（近景 南西側から撮影）
写真 1-3 南蛮練塀（近景 南東側から撮影）

図 1-2 南蛮練塀現況（オルソ画像、例：北面西側部分） 

※画像は H26 年度撮影、凡例の位置は R元年度作成

写真 1-4  

南蛮練塀（遠景 北西側から撮影）

図 1-1 特別史跡指定地の範囲 

及び南蛮練塀の位置

特別史跡指定範囲 

特別史跡未告示

名勝指定範囲 

有料区域 

南蛮練塀 

【凡例】 
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２．史料

２－１．史料の概要

 江戸時代における二之丸庭園南蛮練塀の様相を伝える主な史料としては下記の文献史料・古絵図・古写真を

挙げることができる。 

【文献史料】 

（1）金城温古録 （名古屋市蓬左文庫・名古屋市鶴舞中央図書館等所蔵）（→図 2-1）
尾張藩士の奥村得義が著した文献。名古屋城の故事来歴を詳細にまとめている。江戸時代後期から明治初

期にかけて編纂された。 

【古絵図】 

（2）中御座之間北御庭惣絵  ／景観年代：寛永年間（名古屋市蓬左文庫所蔵） 

 初代藩主義直時代の二之丸北庭の様子を描いたと考えられる絵図。 

（3）御城御庭絵図 ／作成年代：文政年間（名古屋市蓬左文庫所蔵） 

第 10 代藩主斉朝により改修された二之丸庭園を詳細に描いた絵図で、文政年間に作成されたと考えられ

る。 

（4）御城二之丸図 ／作成年代：天保 13 年以降（名古屋城総合事務所所蔵） 

 江戸時代後期の二之丸全体を描いた図。 

【古写真】 

（5）第 14代藩主慶勝による撮影写真（徳川林政史研究所所蔵）（→写真 2-1・2・3、赤枠部分が南蛮練塀）
幕末に第 14 代藩主慶勝によって撮影された写真。南蛮練塀に関する写真は 8枚程度確認されている。 

２－２．文献史料・古絵図・古写真から得られる情報

・少なくとも文政期以前（1818 年以前）には建造されていた。

・「惣南蛮練」の構造で、「御練塀」や「塩御築地」と称されていた。 

・文政期以降の様相として、本瓦葺きの屋根・鉄炮狭間・須柱が存在したことが確認される。

・幕末にはおよそ「四十三間五尺」の長さであった。

→現在のメートルに単純換算すると約 79.33ｍであり、現存する遺構の長さともほぼ合致する。

・古写真との比較から、現存する遺構は少なくとも幕末から連続するものと考えられる。

南蛮練塀 

逐涼閣 

図 2-1 金城温古録 

御城編之八 図彙部

（名古屋市蓬左文庫所蔵）

写真 2-1 名古屋城隅櫓(二丸丑寅櫓・逐涼閣) 

（徳川林政史研究所所蔵）

南蛮練塀 

写真 2-1 南蛮練塀部分拡大画像

写真 2-3 名古屋城二ノ丸御殿より南蛮練塀越

に深井御庭を望む

（徳川林政史研究所所蔵）

逐涼閣 

南蛮練塀 

写真 2-2 名古屋城二ノ丸南蛮塀

（徳川林政史研究所所蔵）

二之丸丑寅隅櫓 
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３．発掘調査 

南蛮練塀下の構造を確認するため、平成 27年度(2015)と令和元年度(2019)に発掘調査を行った。 

トレンチ 1 において、練塀を造る際に整備した痕跡と思われる灰黄褐色土と礫を確認した（図 3-2）。トレ

ンチ 3では、整備した痕跡と思われる礫などは確認できなかった(図 3-3)。
トレンチ 4 の T1(北西隅サブトレンチ)では、練塀に伴う盛土を確認した。盛土の高さは約 90ｃｍで、練塀

の南側に土塁を形成していたと思われる。この土塁の下に土台となる盛土が 3層みられた。これらの層は非常

に固く締まっており、この直上から練塀が築かれている。礫による整備は確認できなかった(図 3-4・図 3-5)。
T2(北東隅サブトレンチ)でも同様に土塁とその下の土台となる盛土を確認した。T1(北西隅サブトレンチ)と

異なり、円礫の上から練塀が築かれている(図 3-6・図 3-7)。円礫は非常に固く締まった明赤褐色粘質土層上

に配置されていた。

以上より、練塀下は盛土や礫で整備している箇所を確認できたが、礫を伴わない箇所もあり一定ではない。

また、近世の北園路は現在の地表面より 90ｃｍほど低いことが判った。現在は練塀の鉄砲狭間が地表面に近

いが、近世当時は練塀南側に土塁を伴い、直立して鉄砲を撃てる高さに狭間が位置していたと思われる。 

図 3-2 トレンチ 1 練塀下の状況（南から） 図 3-3 トレンチ 3 練塀下の状況（南から）

図 3-7 T2 練塀下の状況拡大（南から）図 3-6 トレンチ 4（T2）練塀下の状況（南から）

図 3-5 T1 練塀下の状況拡大（南から）図 3-4 トレンチ 4（T1）練塀下の状況（南から）

図 3-1 二之丸庭園発掘調査位置（部分）

南蛮練塀 トレンチ 1

トレンチ 2
トレンチ 4

トレンチ 3

T1 T2 
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４．応急対策素案

４－1．劣化原因の推定等

１．目視調査等からの南蛮練塀の劣化状況（R4年 6 月時点） 

・下半では表層が崩落してオーバーハングしている。

・上半では、上端面で所々蘚苔類が繁茂する表面が剥離し、新鮮な面が露出する箇所が散見される。

２．推定する劣化原因 

劣化の箇所 推定する劣化原因 備考 

下半表層 乾湿の繰り返し 

・水の供給で湿った南蛮練塀に、南からの直達日射や北風が強く当た

ることによって、水分蒸発が促進され、その際、南蛮練塀表面にお

いて急激に水分量が低下し、体積変化を生じたことが主たる劣化原

因と推察される。

・南蛮練塀の湿潤状態は、雨水（上から水がかかる）よりも、設置さ

れた場所の水はけが悪い（土に接する部分から毛管現象で水をあげ

る）ことのほうが原因と考えられる。

・水の供給源は水はけが悪い南側敷地と考えられる。

上端面 凍結破砕 

・劣化の箇所では直上に高木はなく、露天に曝された状態にある。

・昔の写真にはなかったサクラが植えられて現在は大きくなり、日陰

をつくったり、放射冷却による凍結等を抑制したりしている可能性

が高い。

・一方で、サクラの根の肥大成長によって南蛮練塀の構造的な不安定

性が増している可能性がある。

※独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所保存修復科学研究室長脇谷氏現地ご指導内容

４－2．応急対策素案

１．目的

・南蛮練塀の劣化の進行を抑えるため、水分供給を減らす環境をつくる

２．対策案

・雨水の浸透を少しでも抑制するため、南蛮練塀南側に遮水シートを設置する

【施工範囲】 

【構造図】 

４－3．今後の予定

・南蛮練塀の保存管理方針の策定（令和 5年度以降）

・樹木根による構造的不安定性やさらなる雨水浸透への改善策の検討

0 25 50m 

南蛮練塀既存ﾛｰﾌﾟ柵 既存擬木柵遮水ｼｰﾄ設置及び改良土舗設

施工範囲

既設 As 舗装現況 GL 

ソイル改良土,端部既設地盤擦付 w=2500, t=50 

遮水シート w=2300,t=11 

写真 4-1 南蛮練塀劣化状況 1

既存ﾛｰﾌﾟ柵

写真 4-2 南蛮練塀劣化状況 2
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